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Ⅰ 研究主題について 

 

１ 八幡平市教育研究所について 

（１）運営方針 

   本市教育の方針は，「豊かな人間性と創造性に富み，社会の変化に主体的に対応し，未来を切り

拓いていくことができる心身ともに健全な児童生徒の育成」である。その実現に向けて，本市立

小・中学校の教職員は，教育基本法第９条において定める通り，「自己の崇高な使命を深く自覚し，

絶えず研究と修養に励み，その職責の遂行に努め」なければならない。また，国，県の教育にお

ける今日的な課題の解決に積極的に対応し，「２１世紀をたくましく生き抜く次代を担う人材の育

成」にも主体的に取り組むことが望まれる。 

以上のことから，平成２９年度４月より，本市小・中学校教職員の研究と修養を奨励し，本市

教育の方針の実現と今日的な課題の解決を図ることを目的として，教育研究所を設置した。 

本年度の運営方針は，以下の４点とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教育研究所の組織・機構 

                            学力調査分析 

                            重点研究 

                            先進研究 

                            テーマ別研究 

                            研究発表会 

                            全体研修 

                            公開講座 

                            適応指導教室指導員 

                            適応支援相談員 

                            児童生徒支援員 

                            幼児ことばの教室指導員 

                            学校図書館司書 

                            ＡＬＴ 

                            教育研究所報発行 

                            社会科副読本編集 

○ 市教育方針の実現のために本市立小・中学校全教職員が一丸となり，意欲的に研修と

修養に励む意識の高揚を図ること 

○ 運営委員会を有効に機能させ，本年度の事業計画の周知を図り，市内小・中学校教職

員の主体的な参加意識を醸成するとともに自主的な運営を推進すること 

○ 重点研究，先進研究の取組を通して，市として，各校の新学習指導要領に基づく教育

課程の編成への準備を支援すること 

○ 教職員のニーズに応じた効果的・効率的な研究及び研修を推進し，業務の適正化に資

すること 

運

営

委

員

会 

所

長 

調査・研究事業 

研修事業 

相談支援事業 

教育情報事業 
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２ 全体研究主題について 

（１）全体研究主題 

 

 

 

（２）全体研究主題の設定理由 

平成２９年３月，平成３２年度から実施される新学習指導要領が告示された。現行の学習指導

要領の理念である「生きる力の育成」を継続しながら，「よりよい学校教育を通してよりよい社会

を創る」という理念を学校と社会が共有し，連携・協働してその実現を図っていくという「社会

に開かれた教育課程」の実現が強調され，家庭や地域社会と協力して，教育活動のさらなる充実

が重要とされている。また，学校教育活動全体や各教科・領域の指導で，①知識及び技能が確実

に習得されるようにすること，②これらを活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，

表現力等を育成すること，③学びに向かう力，人間性等を涵養することの３つの柱で「資質・能

力」の育成を目指すこととし，アクティブ・ラーニングの視点から「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた不断の授業改善，教科横断的な視点から教育課程を編成し，各学校における組織

的・計画的な教育活動の質の向上＝カリキュラム・マネジメントの確立が求められている。 

 これらの「資質・能力」の育成，「主体的・対話的で深い学び」の実現，カリキュラム・マネジ

メントをつなぐキーワードとして，新学習指導要領では，各教科等の特質に応じた物事を捉える

視点や考え方（以下「見方・考え方」という）が示された。すべての教科等の目標の冒頭に「見

方・考え方を働かせ」と記述され，授業において，各教科等の学習でこれまで身に付けた「見方・

考え方」をしっかり働かせることが何より重要で，各教科等の「見方・考え方」を働かせながら

知識・技能を習得するとともにそれを活用して思考・判断・表現しながら学びの価値を自覚し，

学びに向かう力を高めることで，各教科等の「見方・考え方」をより鍛えることが期待されてい

る。さらに，各教科等の「見方・考え方」を，教科横断的な視点で，汎用的な「見方・考え方」

として組み立ててカリキュラム・マネジメントしながら，各学校の特色を生かした教育課程の編

成を通じて，上掲の３つの柱の「資質・能力」の育成を図ることとされている。 

   本市の学校教育の方針は，「豊かな人間性と創造性に富み，社会の変化に主体的に対応し，未来

を切り拓いていくことができる心身ともに健全な児童生徒の育成」である。新学習指導要領で目

指す育てたい子供像と合致するものであり，新学習指導要領の趣旨の具現化は，本市学校教育の

方針の実現と軌を一にするものと言える。 

   そこで，今後各校で行われる新教育課程の編成に向け，全体研究主題のもと，重点研究，先進

研究，テーマ別研究からアプローチし，カリキュラムモデルを提示するとともに教員一人一人の

指導力の向上を図ることとした。 

   なお，本研究は，平成２９・３０年度の県教育委員会『主体的・対話的で深い学びの視点から

の授業改善』推進モデル指定研究事業として，本市が研究委託されている。 

（３）先進研究の内容 

   全体研究主題を受け，学校単位で研究を推進し，学校公開研究会で授業実践を発表する。なお，

本年度の学校公開研究会で，算数科の授業実践を発表した学校は，以下の２校である。 

   ・八幡平市立松野小学校（学校公開日：１０月４日） 

・八幡平市立安代小学校（学校公開日：９月２８日） 

「主体的・対話的で深い学び」の実現を図る教育課程の創造 

－「見方・考え方」を働かせ，自ら考えともに学ぶ授業への改善を通して－ 
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Ⅱ 先進研究（算数科）の内容 

１ 八幡平市立松野小学校の研究について 

（１）研究内容について 
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（２）授業実践記録（平成３０年１２月５日） 

  単元名：２学年「九九をつくろう」（15/17時） 

授業者：伊藤成哉 

 

□板書記録 

 

 

□授業の概要 

求め方の解釈と比較検討の場面 

Ｃ：答えを出すために，まず３つこっちに動かします。 

Ｃ：おー。すげー！かけざんできる！ 

Ｔ：なになに，どうやったの？（事実） 

Ｃ：ここの三つを，こっちに動かした。 

Ｃ：分かった，そうすればそろう！  

Ｔ：「こっち」にすると，何が「そろう」の？（事実） 

Ｃ：ここの３をこっちに動かすと，ここがなくなるので，   

1つ分が６の一列になるから。 

Ｔ：なんでここに動かすの？（根拠） 

Ｃ：そうすると，ここがひとつ分の６になって，ここがいくつ分の４になって，かけざんになる。 

Ｔ：なるほど。数を変えずに●を動かしたら，一回のかけざんになったね！さっきと違う？  

Ｃ：さっきは２つのかけざんに分けて考えたけど，今度は一回でできた。 

評価問題に取り組む場面 

・ ３×６＝18や６×３＝18など，１つの乗法

で個数を求める方法を考えた児童 

（16／17名） 

・ ２×６＝12 ４×２＝８ 12＋８＝20 な

ど，２つの乗法の積の和で求める方法を考

えた児童（1／17名） 

 

□所感 

・ 日常的な授業改善を目指し，授業プランシートのみ作成して授業を行った。授業プランシー

トの目標・伝え合い・評価問題の吟味等により，当日は指導目標に直結した授業ができた。 

・ 導入では提示問題について自由に発言させたことで，どの児童も主体的に問題に関わること

ができていた。また，発言を問い返すことで，既習との違い，見通し，答えなどが確認でき

た。これが大幅な時間短縮となり，授業終盤の振り返りの時間の確保にもつながった。 
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・ 教師主体による板書による振り返りを，授業後半の「伝え合いの場面」に絞ったことにより，

児童は考え方の整理ができ，学習のまとめにつながった。 

・ 振り返りとして学習感想を書くことを積み重ねてきたことにより，学びに向かう力に関わる

ような「様々な解き方で考えようとする」ことに触れた記述が多く見られるようになった。 

・ 評価問題は教科書の問題の求め方を答える扱いにした。児童は学んだ求め方を活かして，考

えることができていた。 

 

（３）まとめ 

□学校公開での授業全体を振り返っての成果（〇）や課題（▲） 

○ 校内研で，授業の基本的な進め方や板書などを全員で確認した。特定の型で画一的にそろえ

るのではなく，授業者みんなで検討しながら授業改善に取り組む気風ができた。 

○ 指導案作成前に授業プランシートを使った事前検討会により，学習指導案が個人作業になら

ず，学校として検討した成果を加味して作成できた。 

○ 授業における「伝え合い」のイメージを大きく転換させたことにより，「ペア・グループ学習」

や「考えの発表形式」に囚われず，より多くの児童に発表の経験をさせることができた。 

○ 評価問題は，授業の指導観点に沿って作成した。授業後に全員分を確認したが，それが私た

ちの授業評価にもなり，授業改善への手がかりとなった。 

▲ 問い返しをしても児童の考えを汲み取れなかったり，かえって混乱させてしまったりする場

面があった。問い返しは手段であり，必要に応じて用いることを再確認した。今後は問い返

しのポイントを整理したい。また，問い返しが上手くいかず，児童と教師だけの対話になっ

てしまうこともあった。発達段階に応じて児童同士の対話を促すような問い返しについても

考えたい。 

▲ 問い返しも振り返りの活動も，教師と児童の関係性がかかわっている。また，自由に発言で

きる学級の雰囲気，誤答を話せる児童同士の関係性もかかわる。授業をつくる基盤は「学び

に向かう学級集団」の上にあるものだと，改めて確認された。 

▲ 評価問題は，評価の観点に沿って作成したが，教科書の問題を本時の評価の観点に合わせて

問い方や答え方を変えるなどの扱い方の工夫を考えていきたい。 

 

□研究推進にあたり難しかったところ 

主体的・対話的で深い学びが実現した授業に対するイメージが教職員によって違うため，協議

で議論が深まるところもあるが，共通理解のできない部分もあった。例えば，互いの考えを伝え

合う場面ひとつとっても，挙手による発言を重視する教師と，つぶやきを拾うことを重視する教

師とでは，授業規律に対する考え方が違った。これらを教師の個性と捉えて良いのか迷うところ

である。本校では，授業者の指導観・授業観を尊重したが，学校としての授業の在り方という点

では検討を要する事案であった。教師の主体的な授業の創造のためにも，授業改善の本質的な部

分は大事にしていきたい。（本時でつけたい資質・能力に迫るために，教師としてどのような数学

的活動をその授業で仕組むかを悩み抜くこと） 

 

□今後に向けて 

１０月の学校公開の成果と課題を受けて，１２月に授業研を行った。この授業研では，授業プ

ランシートの改定，問い返しの内容の精選，板書による振り返りの具体的な方法，評価問題のあ

り方についてブラッシュアップを図ったものを再提案した。 

３学期は，改定した授業プランシートによる授業検討をおこない，授業プランシート・問い返

し・板書による振り返り・評価問題・学習感想について，検討を加えながら日常的に授業改善に

取り組んでいく。 
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２ 八幡平市立安代小学校の研究について 

（１）研究内容について 
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（２）授業実践記録（平成３０年９月２８日） 

 単元名：３学年「かけ算のしかたを考えよう」（13／16時） 

 授業者：福崎 眞名美 

 

□板書記録 

 

 

□授業の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T：(図を提示)こんな風に考えた友達がいたよ。この図を説明してください。 

C：1つ分が９ｍで 36ｍと同じく，答えが４倍とわかったので９ｍを 1,2,3,4と４こに区切りました。 

T：区切ったのかな。 

C：足した。 

C：付け足した。 

T：付け足して，どうしたのかな。 

C：36mと同じ長さにした。 

T：９ｍを伸ばしたら 36ｍと同じになるのは，何倍のところでしたか。 

C：４倍 

T：これを式にできますか 

C：９×４＝36 

C：□を使って説明します。９×□＝36 

T：２つの式が出されたけど，いいのかな。 

C：どっちもいい。 

C：Cさんが４を□にしたのは，最初は，わからなかったから。 

T：これを言葉の式にできますか 

C：もと×倍＝くらべたい量 

 

 36ｍ 

□倍 
9ｍ 

つな引きのロープ 

ひなん用のロープ 

学びを共有する場面(前時と考えを「つなぐ」場面) 

９ｍを伸ばして 36ｍと同じ長さにした図を提示し，９×□＝36から求める場面 
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C：ほかにもあります。１つ分×いくつ分＝全部の数です。 

T：どっちが正しいのかな。 

C：どっちも正しい。 

T：どっちも正しいけど，今，倍のお話だから，「何めがね」をかければいいんですか。 

C：倍めがね。 

T：「倍めがね」をかけると，どっちの式になりますか。 

C：もと×倍＝くらべたい量 

 

⇒前時の言葉の式「もと×倍＝くらべたい量」を使った考えであることを確認した。その後，手で図

を指し示しながら「９ｍをもとにすると，もとの１倍，もとの２倍，もとの３倍，もとの４倍が

36ｍと同じになる」と身体表現させ，言葉と図と身体表現を関連付けながら，倍の概念の理解を図

った。36ｍを９ｍずつ分ける方法と，９ｍを□倍して 36ｍにする方法とどちらも正しいことを確

認し，「倍は４つ分と同じ」であること，何倍かを求めるには「比べたい量÷もと＝倍」の式にま

とめられる」ことを確認した後，「何倍かをもとめるには，わり算や，□を使ったかけ算の式にし

てわり算でもとめる」とまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

○「～は～の□倍」という文型を与え，４倍，２倍になる問題を作り，式に表す。 

  ・黄のリボンは赤のリボンの４倍です。→12÷３＝４ 

  ・黄のリボンは青のリボンの２倍です。→12÷６＝２ 

  ・青のリボンは赤のリボンの２倍です。→６÷３＝２ 

○黄，青，赤のリボンを問題場面に合うように並べさせる。(長さなし，区切った線入りのリボン) 

○比べたい量のリボンが，もとのリボンの４個分，２個分であることを確認する。 

      

 

 

 

 

 

T：黄色のリボンは，結局４倍なの，２倍なの，どっちなのかな。 

C：どっちも。 

T：どうして。 

C：どっちも黄のリボンの長さが同じだから。 

C：２個に分けてある黄色いリボンでも４つに分けられるから。 

T：「今日は，何と何を比べている」と初めに Cさんが言ってくれたね。２つを比べていますよ。 

C：こっちは，黄と赤のリボンを比べている。 

C：こっちは，黄と青のリボンを比べている。 

T：黄色は同じだけど，違うのは何かな。 

C：もとが違います。 

T：赤をもとにしたら，何個入るのかな。 

C：４個 

T：だけど青をもとにしたら 

C：２個 

T：だから，もとが違うと… 

C：倍が違う。 

赤のリボンの長さは３㎝ 

黄のリボンの長さは 12㎝ 

青のリボンの長さは６㎝ 

    

 

  

 

 

  

 

４倍            ２倍          ２倍 

学びを深める場面(発展的に「かえる」場面) 

３本のリボンをもと，倍，比べたい量の関係でとらえ，倍の見方を広げる場面 
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(板書「もとが違うと，倍も違う」) 

T：こっちは２倍と２倍で同じだけど，黄と青のリボンの長さが違うのは，どうしてかな。 

C：もとが違うからです。 

T：青の２つ分だとこの長さになる。赤の 2つ分だとこの長さにしかならないんだね。 

もとが違うと，倍の大きさも違うということがわかりました。 

(板書「もとが違うと，倍の大きさも違う」) 

T：もとが違うと変わるという大事なことが分かったから，この２つは「もとめがね」ですね。 

 

⇒板書で学習内容を振り返った後，学習感想を発表させた。「前は何倍かわかっていたけど，今日は

何倍かわからない問題も出るんだなと思った」という感想を受け，次時について，図を指しながら，

「昨日は，比べたい量がわからなかった。今日は，倍がわからなかった。じゃあ，次の時間は」と

問うと，「もとを求める問題」「もとが分からなかったら，大変」という反応があった。 

□所感 

・提示した図の考えを式で表す際に，９×４＝36の発言の後，「□を使って説明します。９×□＝36」 

と表す児童や，言葉の式に表す際に「もと×倍＝くらべたい量」がスムーズに発言されたことから，

前時の考えを使ってよりよく考えようとする態度が見られた。 

・「もと×倍＝くらべたい量」「１つ分×いくつ分＝全部の数」の２つの言葉の式のどちらが良いかを

考える際に，「倍めがねをかけると，どちらの式になるか」と問うと，児童は，すんなり「もと×

倍＝くらべたい量」と答えた。「○○めがね」という言葉は，児童にとって数学的な見方をわかり

やすくするものとなり，有効だった。 

・次時の学習内容が，もとを求める問題だと知った児童から「もとが分からなかったら，大変」とい

う反応があった。もとの大切さは理解したが，もと，倍，比べたい量の関係について，２量が分か

っていれば求めることができることは，まだ理解できていない。 

・３本のリボンをもと，倍，比べたい量の関係でとらえ，倍の見方を広げる場面では，「黄のリボン

は４倍なのか，２倍なのか」と問うた時，戸惑いが見られた。倍は，もと，比べたい量の２量の関

係であることのおさえが足りなかった。もとは何か，もとを使って比べていることや，「～は～の

□倍」という文型を使って，テープ図を見直すなど，丁寧にもと，倍，比べたい量の関係をおさえ

る必要があった。 

 

（３）まとめ 

□学校公開での授業全体を振り返っての成果（〇）や課題（▲） 

 ○ 学びを共有する場と学びを深める場による２サイクルの授業構成により，学び合いや思考の

活性化が図られ，対話的で深い学びに向かう授業づくりができた。 

  ○ 「つなぐ」「かえる」場をコーディネートする際に「かく」「話す」活動の充実を図ったこと

で，児童が主体的に学習に取り組む姿が見られた。 

  ○ 教師の役割を学びのコーディネートととらえ，意図的な発問や問い返しをすることにより児

童の数学的な見方・考え方を引き出し，根拠や理由を大切にした学びを展開することができ

た。 

  ▲ 教師による板書を使った振り返り，学習の価値付けを行っているが，児童自身に「学びが深

まった」と実感させる手立て等について，さらに探っていく必要がある。  

  ▲ 学びを深める場を設定することで，児童の思考が広がったり，深まったりする手ごたえを感

じたが，日常的に実践とするためには，他にどんな例があるのか，実践例を更に積み重ねる

必要がある。 

 

□研究推進にあたり難しかったところ 

・ 研究内容について，文言として理解したことをもとに，具体的な授業レベルでのイメージを

個々にもつこと。 

・ 個々にもつ目指す授業のイメージは様々なため，それをすり合わせ，全体で共通の目指す授   

業像をもつようにすること。 
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・ 授業研究会での提案授業を単発で終わらせないように，汎用性のある実践例として価値付け，  

日々の授業実践に活かせるようにすること。 

・ 学びを深める場の充実のためには，深い教材研究が必要であり，どんな活動を仕組めばよい  

か悩むことが多い。教科書の巻末の補充・発展問題，盛岡教育事務所発行の学力向上支援リ 

ーフレット，各種学力調査問題などを参考にした。 

・ 単元全体，本時のねらいを達成させるために，どんな見方・考え方を働かせればよいのか，  

何が大切で，何を深めるのか，教材の本質を理解するためには，深い教材研究が大切である。 

事前の教材研究に指導主事等を招き，教科書をどう読むか，どんな活動の工夫かあるのか等， 

指導していただく機会をつくったが，個々でその質を保つのは難しいと感じている。 

 

□今後に向けて 

 学校公開までの取組を通して，学びを共有する場(「つなぐ」場)については，教材研究を基にど

う場を構成し，コーディネートするかを考え，日常的に実践できるようになってきたと実感するま

でになった。しかし，学びを深める場(「かえる」場)については，「深い教材研究を個人で行うのは

難しい」「どんな活動の工夫があるか分からない」という声も少なくない。これらの声は，もっと

もなことである。教科の本質にかかわる教材研究は，容易なことではない。だからこそ，研究・研

修を進めていくことが大切である。そこで，ねらいを達成させるために大切な考えや事柄をどうと

らえ，授業づくりをするのか，教科書の読み取り方など，教材研究の仕方と授業の構成，そのプラ

ンにのっとった授業をセットで研修する機会をつくった。学びを深める場(「かえる」場)に，本時

の学びを使って既習の問題をとらえなおすという新たな提案もされ，学びを深める場(「かえる」場)

の在り方に新たな視点を加えることができた。 

 深い学びのある授業づくりには，深い教材研究が前提となることから，今後も，講師を招き，教

材研究の在り方と授業をセットとして，授業づくりについて研修する機会を設定していきたい。ま

た，授業研究会の事後研究会だけでなく，事前研究会にも講師を招き，教材についてや，学びを深

める場(「かえる」場)の活動の在り方について指導をしていただき，深い学びのある授業について

研修を深めていきたい。指導主事を招く回数は限られていることから，SL 講座(盛岡教育事務所事

業)を活用し，研修の機会の確保に努めたい。  
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Ⅲ まとめ 
 

１ 成果について 

  ２校の算数科における先進研究の取組から，成果として以下の知見を得ることができた。 

・ 授業づくりにあたっては，指導目標と評価の観点，評価規準を吟味し，実際の授業での具体的

な児童の姿を明確にすることが重要であること。 

・ どのような数学的な見方・考え方を働かせ，何を深めるのかを明確にするには，学習内容の理

解が重要であること。しかし，そのことは，個人や学校レベルでは難しい場合があること。 

・ 主体的・対話的で深い学びの実現のためには，教師の発問と問い返しが重要であること。 

・ 教師主体の振り返りを位置付けることにより，様々な学習効果が期待できること。 

・ 評価問題に対する児童の反応から，授業改善の手がかりを得られること。 

・ 評価問題の与え方を工夫することで，児童の考えを広げたり深めたりすることにもつながるこ

と。しかし，その工夫を考え出すことは難しく，普段の授業で取り組めない面があること。 

・ 主体的・対話的で深い学びを視点とした授業改善にあたり，目指す授業像を共有することが難

しいこと。 

・ 授業改善に向けて，指導主事等による支援の在り方に工夫が必要なこと。 

 

２ 今後に向けて 

  ２校の先進研究から，「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善について，具体的な取

組の例を明らかにすることができた。また，その取組の延長線上にある授業についても学校公開を

通して提案したことにより，八幡平市の各校での授業改善がより推進されることが期待できる。実

際，この２校以外の学校においても，新学習指導要領の趣旨を踏まえた校内研究に取り組み，授業

改善に努力しているところである。 

  しかしながら，授業づくりの段階や実際の授業では，これまでよく目にしてきた展開と大同小異

で，授業改善としては停滞気味のケースも見られている。 

  このような状況から，算数科における授業改善にあたっては，学校での授業研究会に係わる取組

を転換していくことがあるのではないかと考えた。 

そこで，２校の先進研究から得られた知見を踏まえ，算数科における授業改善に向けての提言を

まとめることとした。本提言を八幡平市の各校へ呼びかけていきながら，算数科における授業改善

を着実な推進につなげたいと考えている。 

【算数科における授業改善に向けての提言】 

●事前研究会にあたっては，協議内容が研究の「手立ての工夫」に偏らないようにする。 

●チャレンジのある展開を試みる。 

●学習指導案に記載する内容を見直す。 

●これまでの授業から，何らかの転換を図る。 

●事後研究会にあたっては，協議の話題や進め方を見直す。 
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Ⅳ 算数科における授業改善に向けての提言と具体的な取

組の例 
 

□ 事前研究会にあたって 

●協議内容が研究の「手立ての工夫」に偏らないようにする。 

◇「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指すにあたって，「何を深めるのか」の授業者の主張

やそれに対する協議（検討）を設ける。 

◇「目標と評価規準」「目標達成に向けた展開と学習活動」との整合性について協議（検討）する。 

◇上記の協議（検討）が滞った（ている）場合は，指導主事等に相談をする。 

 

□学習指導案の作成にあたって 

●チャレンジのある展開を試みる。 

◇参考資料として下のものを大いに活用にする。 

 ・「授業アイディア例」（国立教育政策研究所教育課程研究センター） 

 ・「授業改善の手引き」（岩手県教育委員会） 

 ・「学力向上支援リーフレット」（岩手県教育委員会，盛岡教育事務所） 

◇「定番」の場面は，提案性のある展開に挑戦する。 

◇１時間の授業の区切りを，指導書が示すとおりにこだわらない。 

●記載する内容を見直す。 

◇指導書はあくまで参考とする。 

◇「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業改善に取り組んできたことや児童の状況に触れる。 

◇ページ数を減らすなど，できるだけシンプルにする。 

 

□授業にあたって 

●これまでの授業から，何らかの転換を図る。 

◇内容によっては提示した問題の解決にすぐ取り組ませる。 

◇展開によっては，答えの正誤を授業の早い段階で伝える。 

◇「次，何したい？」という発問を積極的に使っていく。 

◇学習課題の設定を授業の導入時とこだわらない。 

◇問題解決にあたっては，「式」「図」「言葉」などの３つ以上の表現方法をまとめて課さない。 

◇児童の形式的な「いいです」「同じです」の反応で授業を進めない。 

◇児童が説明したことを先生が全部復唱しない。 

◇ペア・グループの交流ありきの展開にしない。 

◇評価問題は，授業の主たる評価の観点に応じて扱い方を変える。 

◇評価問題に対する児童の様相は，その授業の評価でもあると捉える。 

◇評価問題を，統合的・発展的に考察するためのきっかけとして活かしていく。 

◇教師主体の振り返りも大切にする。 

◇児童に記述させる振り返りの観点に「難しかったこと」を取り上げる。 

 

□事後研究会にあたって 

●協議の話題や進め方を見直す。 

◇「本時のねらいを達成できたか」を協議の最初に設ける。 

◇子供の姿から「見方・考え方を働かせたこと」「考えを広げたこと」「考えを深めたこと」を探

り，話題とする。 

◇ＷＳ形式の協議でも授業者との問答を重視する（授業者の受け答えの機会を十分に確保する）。 

 

 


